
エア・ウォーター防災株式会社

（単位：千円）

26,044,548 12,336,074 

現 金 及 び 預 金 263,616 支 払 手 形 1,368,680 

受 取 手 形 1,444,852 電 子 記 録 債 務 307,792 

電 子 記 録 債 権 732,802 買 掛 金 2,913,076 

売 掛 金 7,677,249 短 期 借 入 金 5,151,220 

契 約 資 産 9,474,541 未 払 費 用 305,752 

製 品 1,002,635 未 払 法 人 税 等 446,134 

仕 掛 品 2,839,114 未 払 消 費 税 等 210,788 

原材料及び貯蔵品 2,425,149 契 約 負 債 795,977 

前 払 費 用 30,637 預 り 金 27,775 

未 収 入 金 165,464 賞 与 引 当 金 255,721 

そ の 他 2,082 役 員 賞 与 引 当 金 11,000 

貸 倒 引 当 金 △ 13,600 工 事 損 失 引 当 金 361,780 

短 期 リ ー ス 債 務 4,956 

固　　定　　資　　産 11,431,005 そ の 他 175,418 

　有形固定資産 7,720,295 

建 物 4,771,685 固 　 定　  負　  債 2,505,933 

構 築 物 68,637 長 期 借 入 金 2,333,250 

機 械 装 置 402,396 退 職 給 付 引 当 金 110,737 

車 両 運 搬 具 1,059 役員退職慰労引当金 58,034 

工 具 器 具 備 品 106,735 そ の 他 3,911 

土 地 2,350,759 

リ ー ス 車 両 885 14,842,007 

リース工具器具備品 3,668 

建 設 仮 勘 定 14,467 純　資　産　の　部

  無形固定資産 1,088,819 　株  主  資  本 22,047,818 

電 話 加 入 権 9,334 資     本     金 1,708,000 

ソ フ ト ウ エ ア 820,586 資 本 剰 余 金 1,917,641 

の れ ん 258,898   資 本 準 備 金 1,458,227 

  投資その他の資産 2,621,890 　その他資本剰余金 459,414 

投 資 有 価 証 券 1,232,044 利 益 剰 余 金 18,422,177 

関 係 会 社 株 式 174,447   利 益 準 備 金 131,100 

関 係 会 社 出 資 金 195,812   その他利益剰余金 18,291,077 

長 期 前 払 費 用 28,661 　　 別 途 積 立 金 1,903,000 

前 払 年 金 費 用 605,685 　　 繰越利益剰余金 16,388,077 

繰 延 税 金 資 産 268,424 　評価・換算差額等 585,728 

そ の 他 119,814 その他有価証券評価差額金 585,728 

貸 倒 引 当 金 △ 3,000 

22,633,547 

37,475,554 37,475,554 

（注）金額単位は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

第　４　８　期　　貸　借　対　照　表

（２０２３年３月３１日現在）

科　　　　目 金　　　　額 科　　　目 金　　　額

資　　産　　合　　計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

流　　動　　資　　産 流　　動　　負　　債

負　債  合　計

 純  資  産  合　計



エア・ウォーター防災株式会社

（単位：千円）

384

74,033

124,368

25,146

35,141

15,532

266

1,137

5,000

25,300

18,931

528

835,426

20,548

当 期 純 利 益 1,996,099

税 引 前 当 期 純 利 益 2,852,074

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額 855,974

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損

そ の 他 49,761

投資有価証券評価損

貸 倒 損 失

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益

そ の 他 1,403

支 払 利 息

そ の 他 50,673

経 常 利 益 2,900,432

受 取 配 当 金

家 賃 収 入

そ の 他 223,932

営 業 利 益 2,727,172

営 業 外 収 益

受 取 利 息

（注）金額単位は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

売 上 高 28,021,245

第　４　８　期　  損　益　計　算　書

２０２２年４月　１日から

２０２３年３月３１日まで

科　　　目 金　　額

売 上 原 価 21,877,883

売 上 総 利 益 6,143,361

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,416,188

営 業 外 費 用



 
 

 
個 別 注 記 表 

 
 
（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 
１．有価証券の評価基準及び評価方法 

（１）子会社株式： 
移動平均法による原価法により評価しております。 

（２）その他有価証券： 
市場価格のない株式等以外のもの： 
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

により評価しております。 
市場価格のない株式等： 
移動平均法による原価法により評価しております。 

 
２．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

（１）仕掛品： 
個別法による原価法にて評価しております。 

（２）製品・原材料及び貯蔵品： 
移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により

算定）により評価しております。 
 
３．固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産： 
定率法により償却しております。 
なお、1998 年 4 月 1 日以降に取得した建物並びに 2016 年 4 月 1 日以降に取得した建物附

属設備及び構築物については、定額法によっております。 
（２）無形固定資産： 

定額法により償却しております。 
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間に基づく定額法に

よっております。 
（３）リース資産： 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用

年数とし、残存価額を零（残価保証がある場合は残価保証額）とする定額法によっておりま

す。 
 
 



 
 

４．引当金の計上基準 
（１）貸倒引当金： 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 
（２）賞与引当金： 

従業員の賞与の支払いに備えるため、将来の支給見込額のうち、当事業年度の負担額を計

上しております。 
（３）役員賞与引当金： 

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支給見込額のうち、当事業年度の

負担額を計上しております。 
（４）工事損失引当金： 

受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末の未引渡工事のうち、損失が発生

すると見込まれ、かつ、当事業年度末時点で当該損失額を合理的に見積もることが可能な工

事について、損失見積額を計上しております。 
（５）退職給付引当金： 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計

上しております。 
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方

法については給付算定式基準によっております。 
数理計算上の差異は、その発生時の従業員平均残存勤務期間以内の一定の年数（13 年）に

よる定額法により翌期から費用処理しております。 
（６）役員退職慰労引当金： 

役員の退職慰労金の支払いに備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。 
 
５．収益及び費用の計上基準 

当社は医療用設備、医療用機器、防災設備等の製造・販売を主な事業とし、顧客との契約に基づ

いて財又はサービスを引き渡す履行義務を負っております。医療設備、防災設備等には長期の工事

契約が含まれます。 
収益の認識について、工事契約に関しては、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、

期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一

定の期間にわたり認識しております。なお、進捗度の測定は、当事業年度末日までに発生した工事

原価が、予想される工事原価の総額に占める割合に基づいて行っております。機器の販売等に関し

ては、主として顧客が当該財又はサービスに対する支配を獲得する物品の引渡の一時点において履

行義務が充足されると判断しており、一時点で充足される履行義務及び期間がごく短い工事は、出

荷又は引渡時の一時点において収益を認識することとしております。 
また、取引価格は顧客との契約に従っております。対価は履行義務を充足してから 6 ヵ月以内に

受領しており、対価の金額に重大な金融要素を含んでいません。 



 
 

６．ヘッジ会計の処理 
（１）ヘッジ会計の方法： 

原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、振当処理の要件を満たしている為替

予約については振当処理によっており、特例処理の要件を満たしている金利スワップについ

ては特例処理によっております。 

（２）ヘッジ手段とヘッジ対象： 

(a)ヘッジ手段…為替予約取引 

ヘッジ対象…外貨建仕入債務・外貨建予定取引 

(b)ヘッジ手段…金利スワップ取引 

ヘッジ対象…変動金利の借入金 

（３）ヘッジ方針： 

社内規程に基づき、ヘッジ対象に係る為替変動リスク及び金利変動リスクを一定の範囲内

でヘッジしております。 

（４）ヘッジの有効性評価の方法： 

ヘッジ手段とヘッジ対象の負債または予定取引に関する重要な条件が同一であるため、有

効性の判定を省略しております。また、特例処理によっている金利スワップについては、有

効性の評価を省略しております。 

 

７．グループ通算制度の適用 

グループ通算制度を適用しております。 

 
（貸借対照表に関する注記） 
１．有形固定資産の減価償却累計額 

6,056,966 千円 
 
２．関係会社に対する金銭債権または金銭債務 

短 期 金 銭 債 権 216,269 千円 
短 期 金 銭 債 務 824,997 千円 
長 期 金 銭 債 務 1,523,750 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

（税効果会計に関する注記） 
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

（繰延税金資産） 
退 職 給 付 引 当 金 210,391 千円 
受 注 工 事 損 失 引 当 金 110,632 千円 
賞 与 引 当 金 78,199 千円 
連結納税に伴う土地評価益 64,538 千円 
棚 卸 資 産 評 価 損 57,784 千円 
そ の 他 69,715 千円 
繰 延 税 金 資 産 合 計 591,261 千円 

（繰延税金負債） 
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 △258,017 千円 
連結納税に伴う土地評価損 △51,822 千円 
そ の 他 △12,997 千円 
繰 延 税 金 負 債 合 計 △322,837 千円 
繰 延 税 金 資 産 の 純 額 268,424 千円 

 
２．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理 

当社は、当事業年度から、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を適

用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第 42 号 2021 年 8 月 12 日）に従っ

て、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っ

ております。 
 
（関連当事者との取引に関する注記） 
１．親会社 

属性 
会社等 

の名称 

議決権等の所有 

(被所有)割合(％) 

関連当事者

との関係 
取引の内容 

取引金額 

(千円) 
科目 

期末残高 

(千円) 

 
親会社 

 
 

エア・ウォ

ーター㈱ 

直接 

100 

医療用機器、陸

用消火設備の

販売等、役員の

兼任 

資金の借入 

（注１） 
35,992 短期借入金 532,000

設備資金の借入

（注２） 
－

短期借入金 265,000

長期借入金 1,523,750

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注）１．資金の借入は、親会社であるエア・ウォーター株式会社が運用されておりますＣＭＳ（キャ

ッシュ・マネジメント・システム）によるものであり、取引金額は期中平均残高を記載して

おります。また、適用金利については、市場金利を勘案して決定しております。 

２．設備資金の借入については、市場金利等を勘案し、合理的に利率を決定しております。 

 
 



 
 

（１株当たり情報に関する注記） 
１．１株当たり純資産額            2,165 円 88 銭 
２．１株当たり当期純利益            191 円 01 銭 

 
（その他の注記） 

記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。 


